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出上した臨尾片と水煙片

落下瓦集積に含まれていた瓦は奈良時代後半以降の 「播磨国府系瓦Jと呼ばれているものでしたが、基壇の南方

や調査区南西部わ`らは飛烏時代～奈良時代前半および平安時代前期の瓦も出上していることから 飛鳥時代に盛

尾で飾られた仏堂が建立され 平安時代まで存続していたと推定されます。

また 調査区南西隅付近では、塔の先端都を飾る水煙の破片も出上しました。掘り起こされた塔心礎が残存してい

ることとあわせ、市之郷廃寺には塔も建立されていたことが確実となりました。

市之郷廃寺については これまでの調査で寺域の範囲が推定されていましたが、今回の調査では築地塀の痕跡と

も思えるような遺構も発見され、市之郷廃寺の内容がわ`なり詳しくわかるようになりました。ただし、llll藍配置や寺

域はまだ末確定のままであり、今後さらに検討を重ねることが必要と思われます。

つ

市之郷廃寺仏堂の南と北側で梵鐘鋳

造遣構が3～4基発見されました。遺構

は直径1-2m程 度の円形の穴で、梵鐘

鏡型の破片や粘土が鏡造後に捨てられ

た状態で出上しました。鏡型片のうち、

瞳座 (つきさ)や乳 0こゅう)部分が出土

した鋳造遺構や 梵鐘下端部分の鋳型

がそのまま残つているものもありまし

た。撞座の文様から中世末頃の時代が

推定され、市之奴F廃寺との直接関係はな

いようですが、専門の先生から、姫路の

野里鋳物師集団の作と考えられるとの

梵鐘鏡造遭構 (高から)

こ教示も得ています。野里鏡物師の本拠地と推定される所から今回の

発見地点までは約l krnと近いことlDら、鏡物師集団の活動地域がこの

辺りまで広がつていた可能性もありそうです。なお 大阪の陳の発端と

なつた京都方広寺の 旧 家安康の鐘」も野里鋳物師の作とされていま

あ

撞座部分の競型片
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調査区束瑞の■穴lI店跡|十1西から,

‐イ

市とギ「廃寺キ■市「分工は」ホ生JI代力`ら占噴【イtによけての呼京住Fttrl多数Ⅲ出されましたセ

ii生時代のものは中対の円予住冒跡2伸 百長時代の肇穴住[11は すべて方形ないしF‐方形で 言槙も青む百神

80棟 七十調育区 llにひt,めき台,て いますt ttl‐時代前地力`5後 川にわた ,て自よねており 壁際にカマ ■を造り付

けてしヽるいわ`多く存在しています.また ]棟は嶋失付居で '屋 塙造のう与チヤ|や多くの王木がナ化した|★■で校

出さliけ 土 十■±|も■く,す作ヒナてい■した●

なお 15 16J紀 亡後を中心!tッた子事のに「や右十11■にも発電しており 辻物lTとなるよう0コ が、現在横言i

中です。FI代ⅢIに,デて キ1カ師空団と聞ヤトがあるのお`もし十ませ/、サ.

出主した道物に よ 住届前 や赳物lTがJよ れていi時 代の上器 (J年生土持 土彗Π缶 須京本)や向泰 (作前に)の

は力` T穴 任居けたに'さ ナlてぃた

石需類 (7111に イ■fど )や i京群力`

bザ られますt

llお 干穴仁Ftt llから百型の双

7円 質力洵■出上にッています。

市之押in前ては これまでの調育

も宮めて非常に多くの干京と居lllが

発 電[ 1ヽ 1てい0古 FU寺付の一★集

者てちつたことようわ`がえ  z打

虎寺を也立 t,た年同の証Jよ t,て

その司北性れ`)に出に高いといえそう

です。

！●
|■主 古境時代の生夫生居跡



うさぎ形水滴 (皆父市 場市追跡)

当館は理茂文化財の調△機能をもった全国でも類のない博物館です。そのため、開発事業との調整を図りなが

ら童琳の発板調駐 行い、ま上品の整理作業を行うことも購物館大切な仕事です。その成果tよ発根調杢報告書と

して刊行されまれ

この企邑長では、平成19年度のよユ岳整理作業によって新たに反示可能となった資料を紹介します。昨年度は

47重弥の笙理作業を行い、21冊の発根詞△報告書を刊行しました。笙理作業をとおして権々な角度から校討をかえ

ることによって、遺跡の内容が一層明らかとなり、新たな事実も判明しています。

発拡調△の救倍の嵐月をかけて、まとめられた報告書の成果をどうぞご寛下卜 。ヽ

居館 ・城館
かき

ヤラ1言

担馬上の犀館 柿 好遺跡 1淳親来市山東町二

東西約400m、市北約1【nもの広乾回に広がる遺跡く 振主枢葉物35棟と約120株もの霊

穴在居が発見されています。南但馬のヤに的な大集悲Yして、古墳時代をヤ代に約600年間に

わたって安定してをまれていたことが明らかとなりました。

ヤでも、四面に元をもち末面積が20011を超えるような大型の拡工程葉物とヤフト規模の葉

物から成る一角は、市rt馬一帝を支配した寅次のを館であり、攻事や棋アtなどをlTった培別な

場と考えられます。遺茄のる約1 7tnにある杢日長大紙の円墳く 大量の鉄製式界がよ上した

「木すり出す墳Jに嘉られた但馬工と強い関係が紀建 れまfe

大型掘立柱建物

平成20年度 企 邑展Qひ糧の     vol.1

■

大京に出上した上株
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荒田町遺跡 ― 神戸市中央区―

派平の4乱 の私 西暦1180年に平清盛は都を痛原に

移tます。々 の場所はまだ特定できていませんが、締・荒

口町登跡で発見された2木並んだ壌は、周辺に能を糠え

た平英一円の採宅琳を示すものと考えられます。壌の規

模は同時期の奥州平泉の館を回む坂に比べると,い規模

く 2つの壌は綻制も異なる可能14がありますが、文献の

記線や伝表などから、妖柳淀 もなった平頼盛部ではな
いかと縄感 れまt。

墳墓 ・古墳
2つ並んだ漂 (をはV字 形 右 はU字形)

ゲ
辞」雄

= | ナ  | |

芝花弥
= ■ た (ァ

ア
I:

・:!F墳禅 ― 朝米市山東llr―

J掠公地にはおびただい 数ヽの古求がありまt。柿坪童琳の共にあるお並みにも150基立く
の古城があり、そのうち古次時代HI期からヤ期のせ墳を11基調昼tました。

す次の埋森施設は汚を、木棺 (執象員と組谷式)、ユ泰枢、ユ擦基があります。供剣や鉄

鉄、工類などが副葬され、基の上にユ承をまとめて置いているものもありました。柿坪童跡や乗

魔童Ffな法お夫盆地の古状時代のムラの有力芳が葬られているのでしょう。

さらにす墳の下からは弥生時代後期の木程基や幼児を埋葬したユ添絵が見つかっていま

れ 木権のまわけに1よ上泰を制って供えてありましたが、これ,と、担馬 舟後地茂の弥と時代潰

基に共亜する特放軌

芝花弥生彗辞 古墳辞

弥生墓の供献土器

尾根上の古墳辞

】0,墳 から出上した上器と鉄器



稲 由販路市北条―

奈長時代ヤ期―後期の集なく 張立枢葉物16線と竪

宍住を1練、自などが見つかりました。1-3棟 の史雄

ヨがセットになった景続が復えでき、こうした底数地が

50年はど血いたと考えられまれ

また、一般には古状時代以降に1よなくなるカマドを持
つ堅大柱たが本長時代にも走てられていることが注目さ

れまte 奈良時代の竪穴住居時

壌をもつ宣町時代ヤ頂の屋数地が発見されてました。数地のヤに

↓よ深さ4m以 上もの結板りの井アがあり、そのや程に1よ多貴の上'F採

の皿やan、羽谷、株前焼、五などが投げ込まれていました。15せ紀代

に使われた盗器や獄炊営具の組谷せがよくかかけまれ

ヘ

ヘ

井戸から山上した鯛や羽奎とlll

森磨地裁に,4多くの古代寺院があり、白R時 代では約30ケ/r

で茂石やななどの童様が残記されていまれ 石寺廃キはこれまで

の調昼で同じ賀せ郵内の西深廃疑 ともに、塔と企蛍が様に立

ぶ法ほ寺と似たか藍配置であることがわかってぃました。

調本で14東円とその外利の関連施設り滉 兄されました。キの高

側にはヤF]が無い代わりに、東面に7]があり、その外側には軒先

或艦 読ど品が繋鮮托就軽掛繰靴ダ考tiR生強逮盈
を重況していることの友吹かもtれません。

井戸に業てられた■幕

寺域の東で発見された建物跡



窯詰め状態を ‐加西市野上llr―

東捧磨はせ代より焦茉生産が盛んな地域く かる市とかせ川市の市境府立にはた方窯跡岸と終称される、須蔦器を蛇ぃ

た窯跡が数百基も存在していまれ その大半は本文時代から平安時代の祭跡で札 せ墳時代の焦茄は比較的少なく、捧碁地

政全体でも30数基が知られるのみであ

力西市北部の野口焦跡は吉墳時代後期 (6せ紀族半)に並ろ蕉跡く ″,西市内で1よ初めて発見されたせ墳時代の蕉跡で

キ ヤでも1子黒は窯詰め状態で天丼が続悉しており、同時に蛇かれた恭の種類がよくわかりま札

1号窯で焼かれた須忘冊

俗

天キが崩落した]号窯

冊番号 」項 跡 名 所 在  地

姫路市

種  別 主 な 地 国

925 北条遺跡 隼 落 縄文～平安 ７

４326 土師 I[遺 跡 姫路市 古垣 ? 集 落 古填～奈良
32フ 野田票跡 加西市

赤稔市

祭 跡 古 垣 ] 8

328 赤穂城下町期 集 落 江 戸 12

329

和賀向山 l号墳

朝来市

古 墳 古 垣

芝 ヶ端古墳 古 損 古 損

芝 ヶ端遺跡 崇吉 車 5j生 中 世

芝花古墳群 隼落 古 墳 曇 弥生―古垣 中 世
330 方谷古損群 朝来市 古 垣 古 損 8

33] 石守廃寺 加古川市

姫略市

IB皓市

寺院 集 落 古垣―奈良 ]9

332
今宿 遺 跡 [ 集 落 弥生～奈良 中 世

山吹遺跡 隼 落 飛烏～奈良 中 世―近世
333 今 悟這 脚 散布地 古代 江 戸 ]G

334
戸牧 ]号案

豊 岡市
須恵器崇跡 飛 鳥

I
マムシ谷 ]号 墳 古 墳 古 墳

335 筒江大垣遺跡 朝来市 実 落 飛烏 平 安～室町 3

336 柿坪遣跡 朝末市

佐用3「佐周町

居館 祭 落 古損

縄文～古墳 中 世―近世

5

33フ

平瀬遺跡
館一載 ] ]

2 0

円光寺遺跡 中 世

円光寺古墳 填

落

古
こ
一

古墳 ?

038 楠 荒 日町道跡 田 神戸市 弥生 室 町 江 戸
339 棉 荒 国町遺跡 I 神戸市 隻落 都 城跡 古境 平 安―近代 劉

　
　
２
　
　
Ю

340

野協這跡

場市遺跡

広瀬遺跡

養父市 隼落 城 館 弥生 ～室 U子

341 土井遺跡 月渡市 集 落 把文―古唱 平 安 近 山

古垣―奈良

342

梶原遺跡

植 ケ作遺跡      |

北山遺跡       |

大月北山古填辞    |

朝来市

隻 落

4
禁落

不明

本良―平責

不明

古墳古 損

349
サルガク遣跡
沢構         |

神崎郡市)1脚]
隼落

集落 城 館

ll生 奈 良 鉢 倉

弥生 奈 良～近世
] 3

9344 方谷遺師 朝来市 集 落 奈良―平す
345 芝花弥生墓群 古 墳辞 朝来市 生産 墓  古 境 縄文 ? 弥 生 ～奈良 7

■



兵庫県立考古博物館では発掘調査を終えた遺跡の出土整理品作業を行っています。報告書を刊行して

調査成果を公表するもので、発掘調査と同様に重要な作業です。平成20年 度も下記のように多くの遺跡

の整埋作業をイ子つていま曳 博物館ではいつでも見ることができますので、気軽にお越しください。

中佐治古墳辞 塚ノ山古墳群

追跡名

神出崇跡群 (])

神出窯跡群 (BI)

栃木遺跡

平安'キ代ヽ 鎌倉時代の窯飾 工房

平安時代～僚倉時代0拝跡 工房

中世の集落跡 弥生時代0境墓市

市

一戸
波

神

丹

田ノロ遺跡

ほ平等寺Jr

中佐治古墳群

原日西遺M

坂元遺跡Ⅲ

RlttRI代～中世の農轄断

中世 近 世の寺脱

茶すり山古噴

若水古塩群他

柴遺跡

伊丹郷町 有岡城帥V

高辻遺跡

吉暗RI代の憤墓

古墳時代の墳墓 中世の規跡

古代の集落ll

近世の阜宿跡 墓 地

平費'1代末～近世の長落斯

妨生‖今代～中世の革落飾

大野遺跡

栗津大年這跡

平安時代～宮町時代の集済跡 弥生時代～鎌倉時代の水日 水踏

加古"1市 弥 生時代～鎌倉時代0集稿跡

古墳時代い 墓

吉田住吉山遺跡群 高北朝―戦日晴ltの城断 古墳時代の墳墓

市

市

木

木
一
一二

茂利 自の西遺跡

南畝町遺跡 西延末遺跡

丁 柳ヶ瀬追跡I

姫陪駅周辺第3地点

自内堀脇遺跡 (その1)

耕地谷古墳群

二釈迦山北薦遺跡辞

塚ノ山]号墳

弥生RI代～近世の阜語跡

弥生時代 古ヽ墳時代の真落跡姫踏市

姫踏市 弥生,キrf～宣町時代の単語跡

弥生81代末～古墳時代初めの実落跡

飛鳥時代～平安時代の皐落跡

跡生時代 古暗RI代 平安時代の集落飾

弥生「1代の長落跡

竹万宮ノ前遺跡 筋生晴lt～鎌倉9キ代初めの実落跡

東南遺跡 健文時代～中世の実済遺跡

購石国這跡 弥生時代～古墳時代0隻落跡

奥村廃寺ll 古代 中世の鼻落ll

嚇
一嚇

墓
三
白
呈

宣町時代0屋敷地

古境晴ltの靖墓

自ノ谷古噴群他 朝来市  古 lF時代0損暮 中世の拡跡

弥生時代の長落跡 古増RI代の損峯1篠 山市

循山市

下加茂追跡I

神野大林古窯跡

弥生RI代 中世の河道 算済跡

三田班跡]

山田地区這跡群

下加茂遺跡I

奈長時代 近ヽ世の算落跡

弥生時代の水日 墳暮

坂元追跡[ 跡生11代ヽ 梯倉]1代の隼落飾 古お時代の埴輪窯

英賀保駅周辺第4地点 縄文時lt～齢倉]1代の集落遺跡

■編集後言3
ひょうどの遺跡69号をお届けしま抗 前号で予告しました市之lPll遺跡を中心に、平成20年度企画展「ひょうどの

遺跡v倒H」の遺跡を紹介していまえ 昨年度子1行しました調査報告書から主な遺跡の遺物を展示していまi併 せ

て今年度の出土品整理を簡単に紹介しました。ぜひ、博物舘に足を運んで遺物のすばらしさを実感してください。
バックヤードツアーも行っていますので参加ください。
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